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猫の尿管結石は，結石が尿管内で停滞，移動すること
によりさまざまな臨床徴候及び腎機能障害を引き起こす
泌尿器疾患であり，その結石成分はおもにシュウ酸カル
シウムとされている［1-3］．海外においては 10 年ほど
前からその発生率が増加し［2-4］，現在では尿管閉塞
の最も多い原因としてその病態や治療に関して多くの報
告がなされている［5-7］．日本国内においても，近年，
症例数の増加が指摘されはじめ，その治療法に関する議
論もなされるようになった［8, 9］．しかし国内におけ
る尿管結石に関するまとまった報告は少なく，海外の報
告と同様に結石成分がおもにシュウ酸カルシウムである
こと以外，その疫学や発生要因はいまだ不明なことが多
い．
尿管結石の好発猫種については海外においても議論さ
れておらず，163 例を用いたアメリカ国内の報告におい
てはその 8割が雑種猫であったとされているのみである
［2］．過去にわれわれが報告した尿管結石の 27 症例に
おいては 8割が純血種であり，雑種猫に少ない傾向が認
められた．また，純血種の中でもアメリカンショートヘ
アーに発生が多い可能性を示唆した［8］．しかし，統計
学的な検討は行われなかったため，今回われわれは，麻
布大学附属動物病院に来院し尿管結石と診断された猫に

ついて品種動向について統計学的検討を行った．また，
カルテ情報より得られた年齢，性別，飼育環境，食事に
ついての概要をあわせて報告する．

材 料 及 び 方 法

2007 年 4 月から 2014 年 3 月までの間に麻布大学附
属動物病院に来院し，尿管結石と診断された猫 64 例を
対象として，品種における尿管結石の発生頻度を比較す
るためにオッズ比を用いた検討を行った．また，受診時
のカルテ情報をもとに年齢，性別，飼育環境及び食餌に
ついての調査を行った．尿管結石の診断は，臨床症状及
び尿管閉塞の有無や重症度にかかわらず，X線検査，超
音波検査及び排泄性尿路造影検査のすべてもしくはいず
れかの検査によって尿管内に結石が認められた猫を尿管
結石と診断し本検討の対象とした．また，64 症例のう
ち，結石の摘出が必要とされた 38 例について外科手術
が行われ，摘出された結石のうち 15 例，16 個の結石に
ついては結石の成分分析が行われた．
オッズ比は尿管結石の各猫種件数を，麻布大学来院数
から尿管結石の患者数を引いた各猫種件数で割ったもの
と，尿管結石の全件数を麻布大学来院数から尿管結石の
患者数を引いた全件数で割ったものの比とし，母集団と
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要　　　　　約
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罹患群での同一猫種間で有意差を求めることにより飼育
されている猫種分布による影響を可能な限り除外し，そ
の有意差を 95％信頼区間にて評価した．

結　　　　　果

調査期間中に麻布大学附属動物病院を受診した猫の総
数は 2,161 例であり（初診症例のみ，継続症例は除く）
その品種内訳は，雑種が 1,253 例（58.0％），純血種が
908 例（42.0％）であった．純血種の内訳はアメリカン
ショートヘアーが 248 例（11.5％）と最も多く，以下ス
コティッシュフォールド 131 例（6.1％），ペルシャ97
例（4.1％），日本猫 89 例（4.1％），ロシアンブルー63
例（3.0％）と続いた（表 1）．尿管結石と診断された 64
例の品種内訳は，雑種が 18 例（28.1％），純血種が 46
例（71.9％）であった．尿管結石罹患症例の純血種の内
訳はアメリカンショートヘアーが 20 例（31.3％），スコ
ティッシュフォールド 8例（12.5％），ほかの猫種はそ

表 1　調査期間中に麻布大学附属動物病院に来院した猫種
別症例数

猫　種 例　数

雑　種 1,253（58.0％）
アメリカンショートヘアー 248（11.5％）
スコティッシュフォールド 138 （6.1％）
ペルシャ 97 （4.5％）
日本猫 89 （4.1％）
ロシアンブルー 63 （2.9％）
メインクーン 51 （2.4％）
ノルウェージャンフォレストキャット 44 （2.0％）
アビシニアン 43 （2.0％）
アメリカンカール 21 （1.0％）
ヒマラヤン 17 （0.8％）
ソマリ 17 （0.8％）
ラグドール 14 （0.6％）
ベンガル 13 （0.6％）
マンチカン 11 （0.5％）
シャム 8 （0.4％）
シンガプーラ 6 （0.3％）
オリエンタルショートヘアー 6 （0.3％）
オシキャット 5 （0.2％）
エジプシャンマウ 5 （0.2％）
ラガマフィン 4 （0.2％）
シャルトリュー 2 （0.1％）
バーミーズ 2 （0.1％）
バーマン 2 （0.1％）
ブリティッシュショートヘアー 2 （0.1％）
エキゾチックロングヘアー 2 （0.1％）
スノーシュー 1 （0.1％）
スフィンクス 1 （0.1％）
マンクス 1 （0.1％）
セルカークレックス 1 （0.1％）
ヨーロピアン 1 （0.1％）

純血種合計 908（42.0％）

総　合　計 2,161 例

表 2　尿管結石症例の猫種分類及びオッズ比

猫　種 例　数 オッズ比 95％信頼区間

アメリカン
ショートヘアー 20（31.3％） 3.726 （2.158～6.433）

雑　種 18（28.1％） 0.273 （0.157～0.474）
スコティッシュ
フォールド 8 （12.5％） 2.293 （1.069～4.916）

ノルウェー
ジャンフォレス
トキャット

3 （4.7％） 2.466＊ （0.743～8.185）

アビシニアン 3 （4.7％） 2.529＊ （0.761～8.402）
ロシアン 
ブルー 2 （3.1％） 1.077＊ （0.257～4.503）

ヒマラヤン 2 （3.1％） 4.477 （1.002～20.004）
ペルシャ 2 （3.1％） 0.680＊ （0.164～2.821）
アメリカン 
カール 1 （1.6％） 1.648＊ （0.218～12.475）

ソマリ 1 （1.6％） 2.064＊ （0.270～15.810）
ベンガル 1 （1.6％） 2.758＊ （0.353～21.538）
エジプシャン
マウ 1 （1.6％） 8.306＊ （0.915～75.378）

オリエンタル
ショートヘアー 1 （1.6％） 6.641＊ （0.765～57.680）

メインクーン 1 （1.6％） 0.650＊ （0.088～4.779）

純血種合計 46 （71.9％） 3.661 （2.109～6.358）

総　合　計 64 例

＊95％信頼区間において有意差なし

れぞれ 1～3例であった（表 2）．尿管結石罹患猫の品種
別のオッズ比は，ヒマラヤン 4.477（1.002～20.004），
アメリカンショートヘアー3.726（2.158～6.433），ス
コティッシュフォールド 2.293（1.069～4.916），雑種
0.273（0.157～0.474），全純血種 3.661（2.109～6.358）
となり，その他の猫種のオッズ比は 95％信頼区間にお
いて統計的に有意な結果が得られなかった（表 2）．
また，尿管結石罹患猫はすべての症例が完全室内飼育
であった．平均年齢は 5.8 歳（生後 7カ月齢～12 歳齢）
であり，性別は雄，雌が各 2例，去勢雄 30 例，避妊雌
30 例となり性差は認められなかった．食事は市販のド
ライフード中心の給餌が 35 例（54.7％），腎臓療法食 7
例（10.9％），尿路結石療法食 15 例（23.4％），各種混
餌 7例（10.9％）であった．
罹患猫のうち 38 例については外科手術による尿管結
石の摘出がなされ，分析が行われた 16 結石の 15 結石
（93.8％）がシュウ酸カルシウム成分を 95％以上含む結
石であった．

考　　　　　察

一社日本ペットフード協会が 2004 年より毎年行って
いる全国犬猫飼育実態調査によると，日本国内における
2009～2013 年の飼育猫種で最も多かったのは雑種猫で
あった．その飼育割合は 4 年間，80％以上を常に維持
しており変動はない．純血種に関しては毎年順位の変動
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フードが結石形成に何らかの影響を与えている可能性に
ついては今後も検討が必要であると思われた．
日本国内での猫の尿石全体におけるシュウ酸カルシウ
ムの平均摘出年齢は 9歳と報告されている［15］．一方，
本報告では罹患猫の平均年齢は約 6歳であり 3歳程度の
開きが認められた．7カ月齢が 2例含まれており，以前
のわれわれの報告と同様に［8］，従来のシュウ酸カルシ
ウム結石の発症年齢よりも若齢で腎尿細管及び腎盂内に
結石が形成され，尿管結石を発症し得る可能性が考えら
れた．
尿管結石の好発品種に関する報告はなく，過去のアメ
リカ国内での大規模研究では尿管結石に罹患した猫の 8
割が雑種猫であったとされており［2］，本検討とは異な
る結果であった．品種における本検討とアメリカ国内に
おける報告との差異は，アメリカ国内において繁殖した
欧米系雑種と，古来，島国である日本において独自に繁
殖した日本系雑種との品種的な背景の違いによるものと
推察された．
これらの結果から日本国内における猫の尿管結石にお
いて，室内飼育されている純血種で比較的若齢であり，
良質なドライフードを中心に給餌されている猫について
は一定のリスクがある可能性が考えられた．しかし，本
検討は麻布大学附属動物病院一施設でのみ検討された結
果であり，二次診療施設における紹介症例が対象となっ
ている．飼育環境や給餌内容についても比較的意識の高
い飼い主が管理をしている症例であるという一定のバイ
アスのかかった症例が対象となったことは考慮すべき点
であると思われる．また，比較する母集団の変化によっ
て，結果が変動する可能性も否定できないため，今後も
さらに症例数を重ねて検討する必要性がある．また，高
いオッズ比が示された特定品種については，遺伝的な背
景の有無についてもさらなる検討が必要と思われた．
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があるものの，アメリカンショートヘアー，ペルシャ，
スコティッシュフォールド，ロシアンブルー，アビシニ
アンなどが常に上位に位置している．
品種別オッズ比において，純血種のオッズ比は雑種猫
と比べ高い値となった．雑種猫のオッズ比は個々の純血
品種と比較しても最も低い値となった．全国的な飼育割
合及び母集団割合も考慮すると日本国内の純血種は，尿
管結石の発生率が高く，雑種猫は低い可能性が示唆され
た．
純血種の中でもヒマラヤン，アメリカンショートヘ
アー，スコティッシュフォールドは好発猫種である可能
性が示唆された．ヒマラヤンは下部尿路結石における
シュウ酸カルシウムの好発猫種とする報告があり［10-
12］，今回の結果と類似した結果となった．また，スコ
ティッシュフォールドはその交配にアメリカンショート
ヘアー及びブリティッシュショートへアーのみが認めら
れている品種であり，アメリカンショートヘアーと系統
的に近似した品種であることがこの結果の背景にあると
思われた．これら 2品種は，全国的な飼育割合も常に多
い傾向にあるため，今後も尿管結石の発生は継続する可
能性が考えられた．
摘出された尿管結石のミネラル成分は従来の報告と同
様，そのほとんどがシュウ酸カルシウムであった．
近年，海外の報告と同様に［13, 14］，日本国内にお
いても尿路結石全体におけるシュウ酸カルシウム結石の
比率は増加している［15］．それに伴いシュウ酸カルシ
ウムをおもな成分とする尿管結石の発生も増加している
ものと考えられるが，画像診断における検査機器の性能
や結石分析の検査体制の向上に伴い発見頻度が増加して
いることも関係していると思われる．
下部尿路におけるシュウ酸カルシウム結石の発症要因
としては，ストラバイト結石の予防を目的としたマグネ
シウムを制限し尿を酸性化させる食事が一般的に広く普
及したことや，栄養過多による肥満，少ない水分摂取量，
屋内飼育による運動不足などがあげられている［11, 
16］．また，感受性の高い猫におけるカルシウムやシュ
ウ酸の消化管からの過剰吸収や腎臓からの排泄増加など
の要因が重要であるとの報告や，ヒマラヤンやペルシャ
といった品種も危険因子とされている［12, 17］．これ
らの要因が上部尿路でのシュウ酸カルシウム結石の発症
にも当てはまるかは不明であるが，今回，罹患猫は全症
例が完全室内飼育であった．また，ほとんどの症例が市
販の猫用ドライフードもしくは療法食を中心に給餌され
ており，約 2割は尿石用の療法食が給餌されていた．あ
くまでも大学受診時における給餌内容であり，継続期間
が不明確なため，その影響は十分把握できなかったが，
缶詰や人の食べ物，調理食を中心に与えられている猫は
いなかった．このことから，近年普及しているキャット
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Feline Breed Predispositions for Ureterolithiasis : A Retrospective Study  
at Azabu University Veterinar y Teaching Hospital

Akiko TAKAYANAGI, Mika MISHINA and Toshifumi WATANABE†

＊Azabu University Veterinary Teaching Hospital, 1-17-71 Fuchinobe, Chuo-ku, Sagamihara-
shi, 252-5201, Japan

SUMMARY

Feline breed predisposition for ureterolithiasis was determined by calculating the odds ratios in 64 cats that 
were diagnosed with ureteral stones between April 2007 and March 2014 at Azabu University Veterinar y Teach-
ing Hospital.  Mixed breeds were most frequently presented to the hospital, but they had significantly low odds 
ratios for ureterolithiasis, whereas purebred cats had higher odds ratios.  Specifically, the odds ratios were sig-
nificantly high in the Himalayan, American Shor thair and Scottish Fold breeds, indicating that these breeds 
were more likely predisposed to the disease.  Other breeds did not show statistically significant results.  These 
results suggest that breed can be a risk factor for ureterolithiasis in cer tain purebred cats.
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